
 

令和６年３月１２日開催 

第１回教育振興計画策定委員会 

 

 

〈出された意見のまとめ〉 

・数値目標にとらわれない 

・計画は焦点化し、コンパクトなものにすべき 

・「京丹後市の新たな教育・人材育成の在り方に関する検討会 最終まとめ」が実現できると良い 

・アンケートの年代別分析をすべき 

・資料が見にくい 

・課題発見、解決力を高める 

・大人から子どもまでが学べる環境を整えるべき 

・ＩＣＴを活用していくべき 

 

資料 2 第 2回策定委員会（R6.10.16）資料 



教育振興計画 基本理念 令和７年度～令和１１年度（案）

めまぐるしく変化し、将来の予測が困難な時代に、社会そのものや学校への要請が大きく変
化しています。AIの飛躍的進化等により、私たちの生活もDX（デジタルトランスフォーメー
ション）が始まっています。こうした中、これまでとは異なる「思考・発想」が求められてい
ます。
これまで、培ってきた本市の教育システムの良さを残しつつ、柔軟に社会の変化や多様性、

子ども自身の声に応えられるよう、地域とともに誰ひとり取り残されない教育を進めていきま
す。

◇背景

グローバルな視野で物事を考えることができるとともに、地域に還ったり、域外から地域に
関わったりすることを通じて、未来を創っていく人材を育成します。

・グローバルな視野をもち、地域や社会とつながり、国際的なつながりをもつことができる力
を育む教育

・郷土への愛着と誇りをもち、幸福な未来を切り拓くため、新しい価値を創り出す力を育む教育

◇目指す人材像

◇京丹後市が目指す教育

プロジェクト１ 探究的な学びの充実による確かな学力の向上
高い教教育水準を維持し、グローバル社会で活躍できる人材を育成するため、グローバルな視
点での問題解決能力やコミュニケーション能力の育成を目指すことにより、地域の枠を超えた
広い意味でのグローバル教育を推進します。

プロジェクト２ 包括的かつ多様性に富む教育環境の推進
誰ひとり取り残されることなく学ぶことができ、多様な背景を持つ人が共存し、相互理解を深
める環境をつくることで、地域社会の調和とグローバルな共感力の育成を推進します。

プロジェクト３ 持続可能な地域社会との連携と協働
地域社会との連携を強化することで、地域課題に対する実践的な解決策を教育プログラムに取
り入れ、子どもたちの問題解決能力を高めます。

プロジェクト４ リスキリング（新たな学び直し）や生きがいづくりの環境整備による
生涯学習の推進

多様化する現代社会で求められる変化に柔軟に対応できる能力を培うことを目的とした生涯学
習の機会を提供し、全世代の市民が新しい知識やスキルを身につけることのできる環境整備を
推進します。

プロジェクト５ 歴史文化・文化芸術を活かした教育とまちづくりの推進
地域独自の歴史文化を生かした教育を通じて、ふるさと京丹後への愛着と誇りを育みます。ま
た、主体的な文化芸術活動を推進することにより、文化芸術の薫り高いまちづくりに寄与しま
す。

プロジェクト６ 健やかな体づくりと生涯スポーツの推進
子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立、健康への知識の基礎を育みます。また、子どもか
ら高齢者まで年代、目的に応じた運動・スポーツ活動を促進するとともに機会づくりを推進し
ます。

資料3
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◇目指す人材像
グローバルな視野で物事を考えることができるとともに、地域に還ったり、域外から地域に関ったり
することを通じて、未来を創っていく人材を育成します。

◇京丹後市が目指す教育
・グローバルな視野をもち、地域や社会とつながり、国際的なつながりをもつことができる力を育む
教育

・郷土への愛着と誇りをもち、幸福な未来を切り拓くため、新しい価値を創り出す力を育む教育

プロジェクト１

探究的な学びの充実
による確かな学力の
向上

プロジェクト２

包括的かつ多様性に
富む教育環境の推進

プロジェクト３

持続可能な地域社会
との連携と協働

プロジェクト４

リスキリング（新
たな学び直し）や
生きがいづくりの
環境整備による生
涯学習の推進

プロジェクト５

歴史文化・文化芸術
を活かした教育とま
ちづくりの推進

プロジェクト６

健やかな体づくりと
生涯スポーツの推進

①学力観・学習観・指導観の転換による授業改善
②丹後学を中心とした問題解決力・協働性の育成
③クラウド基盤を通じた学習（遠隔教育含）による教育の
質の向上

①安全・安心で多様な学びに対応できる教育環境の整備
②ICTを最大限活用できる環境の再構築
③学校の働き方改革推進による子ども主体の教育への転換

①中高連携の促進
②学校・地域・企業連携の推進
③探究コーディネーターを軸とした丹後学の充実

①「高齢者大学」を「市民大学」として充実・発展
②地区公民館を廃止し、新コミュ組織として再編
③生涯学習を支える図書館活動の推進

①網野銚子山古墳の管理・活用
②丹後震災100周年の取組を始めとした、歴史文化の活用
の推進

③「見る」「知る」を具体化する文化芸術事業の推進

①誰もが気軽に楽しめる運動や「ニュースポーツ」の推進
②WMG2027関西の取組によるスポーツ観光のまちづくり

積極的に推進する施策

体系図



 

令和６年１０月１６日開催 

第２回教育振興計画策定委員会 

 

 

〈出された意見のまとめ〉 

・目指す人材像について、子どもに特化したものとなっているように感じる。 

→計画案のとおり修正しました。 

・プロジェクト 1の①「学力観・学習観・指導観の転換による授業改善」について、転換という言葉は合わない。 

 →計画案のとおり修正しました。 

・子どもたちがアウトプットをできる場を大切にしますというようなことを盛り込めないか。 

 →プロジェクト 1の①「子ども主体の学力観・学習観・指導観の定着による授業改善」の説明文に記載しました。 

・健常者以外の方への観点の施策を入れてはどうか。 

 →プロジェクト 2の①「安全・安心で多様な学びに対応できる教育環境の整備」の説明文に記載しました。 

・プロジェクト 2の③「学校の働き方改革推進による子ども主体の教育への転換」について、施策として働き方改革と子ども

主体の教育をリンクさせている点が気になる。 

 →計画案のとおり修正しました。 

・中高連携に幼保小を入れるべき。 

 →プロジェクト 3の①「中高連携の促進」の説明文に記載しました。 

・就学前教育の施策をどのように計画の中に位置づけていくか。 

 →施策として打ち出していませんが、プロジェクト 1からプロジェクト 3の説明文で就学前教育も想定した記載をしていま

す。 

 

資料 1 第 3回策定委員会（R6.11.21）資料 



京丹後市教育振興計画（案）

写真

令和７年 月

京丹後市教育委員会

資料2



教育基本法第１７条第２項において、地方公共団体は、国の教育振興計画を参酌し、その地
域の実情に応じ、当該地方公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的な計画を
定めるよう努めなければならないと規定されています。
京丹後市教育委員会では、教育基本法に基づき、平成２７年度から令和６年度の１０年間を

計画期間とする「京丹後市教育振興計画」を策定し、本市の教育を推進してきました。この教
育振興計画の計画期間が、令和７年３月末をもって終期を迎えるため、令和５年４月に施行さ
れたこども基本法も踏まえ、新たな教育振興計画を作成し、今後５年間で取り組むべき施策を
明らかにします。
国においては、「第４期教育振興基本計画」を令和５年度から令和９年度までの計画期間で

策定し、京都府においては、「京都府教育振興プラン第２期」を令和３年度から令和１２年度
までの計画期間で策定しているため、これらを参酌し本市の教育振興計画を策定します。
また、本市においては、「第３次京丹後市総合計画」及び「京丹後市教育大綱」が本計画と

同様に、令和７年からの計画を策定することとなりますので、これらとも整合を図りながら本
計画を策定します。
なお、本計画は、今後５年間で積極的に取り組む施策を掲げておりますが、不易なものとし

て特筆していないものについても、従前どおり教育委員会として取り組むこととしています。

計画策定の趣旨

本計画は、教育基本法第１７条第２項の規定に基づいて策定します。
また、国・府の関連計画を踏まえるとともに、「第３次京丹後市総合計画」及び「京丹後市

教育大綱」とも連携し、市の関連計画との整合を図ります。

計画の位置付け

本計画の期間は、令和７年度から令和１１年度までの５年間とします。

計画の期間

第４期教育振興基本計画国

京都府教育振興プラン第２期府

第３次京丹後市総合計画

京丹後市教育大綱
市

京丹後市教育振興計画

関連計画

○京丹後市の学校教育改革構想
○京丹後市学校適正配置基本計画
○第２期京丹後市スポーツ推進計画
○京丹後市文化芸術振興計画
○京丹後市文化財保存活用地域計画 等

参酌

整合

参酌

参酌

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

国

府

京丹後市

京丹後市
教育委員会

第4期教育振興基本計画
（R5～R9 5年間）

第3次京丹後市総合計画
（R7～R● ●年間）

京都府教育振興プラン第2期
（R3～R12 10年間）

京丹後市教育振興計画
（R7～R11 5年間）

京丹後市教育大綱
（R7～R● ●年間）

京丹後市教育振興計画
（H26～R6 10年間）

第2次京丹後市総合計画
（H27～R6 10年間）

京丹後市教育大綱
（R4～R6 3年間）



教育振興計画 基本理念 令和７年度～令和１１年度

時代は急速に変化し、社会そのものや学校への要請が大きく変化しています。ＡＩの飛躍的
進化等により、私たちの生活もＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）が始まっています。
こうした中、これまでとは異なる「思考・発想」が求められています。
これまで、培ってきた本市の教育システムの良さを残しつつ、柔軟に社会の変化や多様性、

子ども自身の声に応えられるよう、地域とともに誰ひとり取り残されない教育を進めていきま
す。

◇背景

世界を舞台に活躍することができるとともに、地域に還ったり、域外から地域に関わったり
することを通じて、未来を創っていく人材を育成します。

・グローバルな視野をもち、地域や社会とつながり、国際的なつながりをもつことができる力
を育む教育

・郷土への愛着と誇りをもち、幸福な未来を切り拓くため、新しい価値を創り出す力を育む教育

◇目指す人材像

◇京丹後市が目指す教育

プロジェクト１ 探究的な学びの充実による確かな学力の向上
高い教教育水準を維持し、グローバル社会で活躍できる人材を育成するため、グローバルな視
点での問題解決能力やコミュニケーション能力の育成を目指すことにより、地域の枠を超えた
広い意味でのグローバル教育を推進します。

プロジェクト２ 包括的かつ多様性に富む教育環境の推進
誰ひとり取り残されることなく学ぶことができ、多様な背景を持つ人が共存し、相互理解を深
める環境をつくることで、地域社会の調和とグローバルな共感力の育成に寄与します。

プロジェクト３ 持続可能な地域社会との連携と協働
地域社会との連携を強化することで、地域課題に対する実践的な解決策を教育プログラムに取
り入れ、子どもたちの問題解決能力を高めます。

プロジェクト４ リスキリング（新たな学び直し）や生きがいづくりの環境整備による
生涯学習の推進

多様化する現代社会で求められる変化に柔軟に対応できる能力を培うことを目的とした生涯学
習の機会を提供し、全世代の市民が新しい知識やスキルを身につけることのできる環境を整備
します。

プロジェクト５ 歴史文化・文化芸術を活かした教育とまちづくりの推進
地域独自の歴史文化を生かした教育を通じて、ふるさと京丹後への愛着と誇りを育みます。ま
た、主体的な文化芸術活動を推進することにより、文化芸術の薫り高いまちづくりに寄与しま
す。

プロジェクト６ 健やかな体づくりと生涯スポーツの推進
子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立、健康への知識の基礎を育みます。また、子どもか
ら高齢者まで年代、目的に応じた運動・スポーツ活動を促進するとともに機会づくりに寄与し
ます。
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◇目指す人材像
世界を舞台に活躍することができるとともに、地域に還ったり、域外から地域に関ったりすることを
通じて、未来を創っていく人材を育成します。

◇京丹後市が目指す教育
・グローバルな視野をもち、地域や社会とつながり、国際的なつながりをもつことができる力を育む
教育

・郷土への愛着と誇りをもち、幸福な未来を切り拓くため、新しい価値を創り出す力を育む教育

プロジェクト１

探究的な学びの充実
による確かな学力の
向上

プロジェクト２

包括的かつ多様性に
富む教育環境の推進

プロジェクト３

持続可能な地域社会
との連携と協働

プロジェクト４

リスキリング（新
たな学び直し）や
生きがいづくりの
環境整備による生
涯学習の推進

プロジェクト５

歴史文化・文化芸術
を活かした教育とま
ちづくりの推進

プロジェクト６

健やかな体づくりと
生涯スポーツの推進

①子ども主体の学力観・学習観・指導観の定着による授業
改善

②丹後学を中心とした問題解決力・協働性の育成
③クラウド基盤を通じた学習（遠隔教育含）による教育の
質の向上

①安全・安心で多様な学びに対応できる教育環境の整備
②ＩＣＴを最大限活用できる環境の再構築
③子ども主体の教育を支える教職員の主体的・継続的な学
びの実現

①中高連携の促進
②学校・地域・企業連携の推進
③探究コーディネーターを軸とした丹後学の充実

①「高齢者大学」を「市民大学」として充実・発展
②地区公民館を発展的解消し、新コミュ組織へ移行
③生涯学習を支える図書館活動の推進

①網野銚子山古墳の管理・活用
②丹後震災１００周年の取組を始めとした、歴史文化の活
用の推進

③「みる」「知る」を具体化する文化芸術事業の推進

①誰もが気軽に楽しめる運動や「ニュースポーツ」の推進
②ＷＭＧ２０２７関西の取組によるスポーツ観光のまちづ
くり

積極的に推進する施策

計画の体系



プロジェクト１ 探究的な学びの充実による確かな学力の向上

①子ども主体の学力観・学習観・指導観の定着による授業改善

就学前教育段階からの学びのステージ・場面に応じて、あらゆるリソースを駆使し、一斉に
教員の話を聞いて理解する教育からの脱却を図ります。
日々の指導（保育）では、基盤となる考え方のもと、学び（遊び）の真ん中に子どもを据え、

学び（遊び）のタクト（イニシアティブ）を子どもへ手渡し、子ども主体の教育を進め、自立
した学び手を育てます。
特に授業では、子どもたちが思考する場面やアウトプットできる場を多く設定します。
また、子ども同士がコラボレーションしながら、課題に対して探究していけるよう、教員は

一人一人の子どもの状況をしっかりと把握し、子どもたちがどう感じているのかを評価指標の
一つとし、適切な助言・支援を行います。

③クラウド基盤を通じた学習（遠隔教育含）による教育の質の向上

誰一人取り残されず、全ての子どもたちの可能性を引き出すための教育を
実現する観点から、遠隔・オンライン教育やデジタル機器の機能を最大限活
用し、誰もが質の高い教育を受ける機会を確保していきます。
従来の教員による対面指導に加え、一斉学習や個別学習、協働学習など

様々な学習場面においてクラウド基盤を活用し、子どもの主体的な学びを支
えます。また、持ち帰り学習を授業と連動させながら進め、ＡＩ機能も活用
しながら自ら学習を調整する力を育成します。
特に、技術科の教員配置がなく他教科の本務者が教科外免許制度を活用し

て授業を行っている学校においては、専門講師によるオンライン授業を実施
し、より充実した専門的な学びを子どもたちに提供します。
さらに、学校で学びたくても学べない子どもや発達の特性をもつ子どもた

ち個々の才能や能力を伸ばすために、デジタルの利点を生かした活用も進め
ていきます。

STEAM教育とは？

Science、Technology、
Engineering、Arts、
Mathematicsの頭文字を
とったものであり、理数系領域
を融合し、人間を中心に据え
ることで、学びを活性化させ、
実社会に応用できる知識や
技能の習得を促すもの。
※出所：第２回京丹後市の新たな
教育・人材育成の在り方に関する検
討会 ヤング委員意見発表

STEAM人材のマインドセット
※出典：ヤング吉原麻里子・木島里江著「世界を変えるSTEAM人材ーシリコンバレー「デザイン思考」の核心（朝日新書2019年）第３章

②丹後学を中心とした問題解決力・協働性の育成

「総合的な学習の時間」を中心に行われる京丹後市の地域素材（人・環
境・文化・産業）をテーマとした探究的な学びの総称を「丹後学」とし、以
下の一つまたは、複数を目標として設定した学習活動に取り組んでいきます。
○郷土への愛着と誇りを育てること
○自己の生き方・在り方について考えを広げたり深めたりすること
○問題解決能力や多様な他者と協働できる力を育てること
特に、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を意識した幼児期の「遊

び」を通した総合的な遊び（子どもたちの「やってみたい」「何でなんだろ
う」といった知的好奇心を豊かにする遊び）を通して培った力や園で学んだ
経験を小学校１・２年生の学びにつなぎ、保幼小中１０年間を通して、系統
的に問題解決力・協働性を育みます。



プロジェクト２ 包括的かつ多様性に富む教育環境の推進

①安全・安心で多様な学びに対応できる教育環境の整備

授業時間だけでなく、普段の日常の中に学びを取り入れたり、先生と子どもの対話を生み出
したりしていくことのできる空間づくりを進め、子どもの声に教員がしっかりと耳を傾け、課
題の解決方法を一緒に考えることができるようにします。特に、幼児発達支援と発達支持的な
生徒指導を重視し、誰もが受け入れられ居場所があると感じる心理的安全性のある学校園・学
級づくりをすすめます。更には、市立中学校に１名ずつ「心の教室相談員」を配置し、「校内
フリースクール」を設置し、登校はできるが、教室に入りにくい生徒の居場所を確保し、安
全・安心な環境のもとでの学びや生活の中で、将来の社会的自立や進路実現が果たせることを
目指します。
また、平成２５年より教育支援センターを設置し、不登校やその傾向にある児童生徒の安

心・安全な居場所を確保するとともに、多様なニーズに応じて支援メニューを個別のアセスメ
ント作成し、取り組んでいます。家庭から外へ出にくくなっている児童生徒のへのアウトリー
チ型の訪問を進めていくことや、ＩＣＴを用いた遠隔での学習支援などに取り組んでいきます。
さらに、学校施設が整備されてから４０年以上が経過し、老朽化が問題となっていることか

ら、安全・安心で多様な学びに対応できる教育環境を整備するため学校施設の長寿命化やバリ
アフリー化に取り組みます。

②ＩＣＴを最大限活用できる環境の再構築

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、情報の共有、共同
編集、成果物の再構築などが格段に容易になるクラウドサービス
を十全に活用できる環境を構築します。
また、一人１台端末の更新と合わせ、端末の稼働状況、学習用

ツールやクラウドアカウントのログ等の学習データを可視化・分
析する機能を整備することで、一人一人の児童生徒の特性や学習
進度に応じた指導の個別化を進めるとともに、一人一人の興味・
関心や意欲に応じた学習活動の機会を提供し、また、各学校での
端末の稼働率や活用方法を分析し、授業改善を図ります。
全国学力調査のＣＢＴ化、デジタル教科書の普及等を見据え、

また、クラウドサービスの活用におるＩＣＴ教育のさらなる推進
を図るため、学校ネットワーク環境の改善を進めます。

③子ども主体の教育を支える教職員の主体的・継続的な学びの実現

本市が目指す子ども主体の教育を実現するために、各学校の教
育力、ひいては個々の教職員のより一層の教育力の向上を目指し
ます。
子どもの主体性を引き出し、その学びを豊かなものにする教育

として、ＩＣＴを活用し、児童生徒の主体的で探究的な学びによ
る育成をより効果的に行うためには、教員の授業観や指導観など
を常に更新し続けていく必要があります。子どもたちと同様に、
教職員も学び探究し続け、絶えず研さんに努める姿勢が求められ
ます。そのためには、各小中学校における教職員研修などを充実
させ、どの教員もより良い児童生徒の育成につながる教育の在り
方を追究し続けることが大切であると考えます。
このように、子ども主体の教育を実現し、その学びを支える教

職員の力量向上の機会を充実させるために、教職員の働き方をよ
り一層見直すこととし、本市教職員の「働き方改革」を推進しま
す。先行して取組を推進してきた研究校の取組などを市内各小中
学校に拡大し、働き方の見直しが、研究時間や校内研修による研
さんの機会を確保し、子ども主体の教育の充実に直結するものと
して捉え、展開します。



プロジェクト３ 持続可能な地域社会との連携と協働

①中高連携の促進

平成２４年１１月に「京丹後市の学校教育改革構想」を策定し、中学校卒業時を見据えた系
統的で一貫性のある教育を進めることが重要であるとの認識から、就学前からの１０年間にわ
たる保幼小中一貫教育を市域全域で実施してきています。各町域ごとに「○○学園」と称し、
学園ごとに実践体制が整えられ、保幼小中連携による研修と実践が精力的に進められ、子ども
の変容が確認されています。そうした成果をもとに、１０年間で培った学びを高等教育につな
ぐために、特に本市が目指す「グローバル人材育成」のための「探究」をキーワードにした以
下の４点についての連携を重点的に進めます。
○教員間の情報連携 ○学び方の連携 ○課題設定の連携 ○人材バンクの連携
今後進められる高校再編（普通科の特色づくり）にアプローチしていく一つとして、本市の

特色を生かした専門系（コース）を普通科につなげていくことを視野に入れ、本市の柱である
「グローバル人材育成系」として英語運用能力の向上を一つの柱として学ぶコース、「地域探
究系」として、地域の課題解決を一つの柱として学ぶコース等、中高連携の促進に向けて、関
係者で更なる制度的検討を行います。
また、高校生とこども園・保育所、小中学校の子どもたちが交流したり、本市のグローバル

人材育成事業等に高校生が積極的に参加できるように連携を進めます。

②学校・地域・企業連携の推進

子どもたちに「自ら考える力や主体性を身に付けてほし
い」との思いを子どもに関わる全ての関係者で共有し、学
校が必要とする支援を行う学校支援ボランティアと学校等
との調整を行い、学校・家庭・地域（企業）が一体となっ
て、地域ぐるみで子どもを育む環境の充実と定着を図り、
学校を核とした地域の教育力の向上と活性化を図ります。
併せて、課題解決型・探究的な学びを通して、子どもが

主体的に学びを深め、他者との対話のなかで自分の考えを
広げて深める対話的な学びを実現するため、協力いただけ
る地域人材の開拓を推進し、人材バンクの充実を図ります。
人材バンクを活用し、各学校が目指す子どもの姿を実現

するために必要な人材（企業）を学校に派遣することで、
探究的な学びの推進を図ります。

③探究コーディネーターを軸とした丹後学の充実

本市が目指すグローバル人材（問題解決能力、多様な他
者と協働する力、コミュニケーションツールとしての英語
運用能力の向上）の育成を目指し、探究的な学びの充実に
向けた研究及び地域素材の開拓、また保幼小中高一貫した
「探究的な学習」を推進するため、探究コーディネーター
を学校教育課に配置します。
本コーディネーターは、「丹後学モデルカリキュラム

（令和７年度改訂版）」が目指す、学びの主体である子ど
もが、課題設定や課題解決ができるよう、「地域の産業や
資源」、あるいは、「地域の文化や歴史に触れる機会」を
充実させます。
併せて、丹後学や探究的な学びの推進のために学校の実

践状況を把握したり、学校の探究的な学びを実現するため
の支援・相談（企業とのコーディネート）を進めたりしま
す。さらに、学校と企業をコーディネートしたり、新たな
企業や地域人材の開拓をすすめたりして、人材バンクを構
築していきます。



プロジェクト４ リスキリング（新たな学び直し）や生きがい
づくりの環境整備による生涯学習の推進

①「高齢者大学」を「市民大学」として充実・発展

高齢者大学の取組については、対象者を高齢者に限定するのではなく、対象年齢を拡大する
ことで、より市民の生涯学習の推進につながるよう持続的で充実した学びの場を提供すること
を目指します。また、人生１００年時代を見据え、地域課題や日々の生活課題等をテーマにし
た合同講座や各地域公民館が市民大学のキャンパスとして行う参加型、体験型の講座等、市民
一人一人が生涯を通じて学ぶことのできる環境の整備、リスキリング（新たな学び直し）の推
進に寄与できるよう努めます。
さらに、働いている方も受講できるよう、Ｚｏｏｍ等のオンライン配信を行うとともに、オ

ンライン開催時のサテライト会場として、各地域公民館等でライブ中継をしたり、後日、講座
内容を録画配信するなど、柔軟な受講体制を確立します。

②地区公民館を発展的解消し、新コミュ組織へ移行

全市域での移行を目指して新たなコミュニティ組織の
検討が各地区で進められています。これに伴い、これま
で地域での公民館活動の基盤となっていた地区公民館は
廃止され、公民館活動は新たに組織されたコミュニティ
組織の中で位置づけて取り組まれることとなります。新
たな地域コミュニティの枠組みの中で、地区公民館活動
を地域活動と一体的に行うことで、より効果的・効率的
に地域課題の解決につながるとともに、将来的にも公民
館活動が継続・発展し、地域の活性化に寄与するものと
考えています。引き続き、新たな地域コミュニティ組織
に対し、地域公民館を中心として「学びの場の提供」等
のサポートを行います。

③生涯学習を支える図書館活動の推進

市立図書館は生涯学習の拠点施設として、市民の読書や調査研究等のニーズに応えられるよ
う、様々な資料を収集するとともに、整理・保存し、提供することが求められている施設です。
長寿化が進展する人生１００年時代を見据え、年齢を問わず生涯を通じて学び続けることがで
きる図書館を目指すとともに、リスキリング（新たな学び直し）の拠点としても寄与できるよ
う環境づくりに努めます。また、子どもや若者・社会人・高齢者・障害者など、すべての市民
が安心して利用できる図書館として施設の充実と環境の充実を図ります。その他、既に６館共
通の図書システムの導入をはじめ、京都府立図書館、府内市町の図書館とのネットワーク構築、
国立国会図書館のデータサービスの利用など、ＩＣＴを活用した体制づくりを進めていますが、
さらなる活用の推進により利用者の利便性の向上と図書館の利用促進につなげます。



プロジェクト５ 歴史文化・文化芸術を活かした教育とまち
づくりの推進

①網野銚子山古墳の管理・活用

網野銚子山古墳は、日本海側で最大の前方後円墳で、京丹後市が全国に誇る文化財の一つで
す。当時の墳丘の形をほぼそのままに残した貴重な古墳であり国の史跡にも指定されています。
墳頂部から網野市街地や日本海を望む風景は絶景で、いわゆる「丹後王国論」を象徴する遺跡
の一つです。その魅力は、何といっても２００メートル級の古墳に実際に登ることができ、立
地と眺望が古代王国の面影を容易に想起できることです。
平成３０年度から整備してきました網野銚子山古墳ですが、整備後の令和７年度以降には地

域づくり、観光、教育などに有効活用するための取組を一層進めていきます。

②丹後震災１００周年の取組を始めとした、歴史文化の活用の推進

昭和２年３月７日に発生した北丹後地震、いわゆ
る丹後震災から令和９年３月には１００年を迎えよ
うとしています。
甚大な被害を出した北丹後地震の記憶と記録を後

世に伝えることは以前から取組をしているところで
すが、震災の遺構であり、大地の学習でも小学生が
学習に訪れている郷村断層について、保存活用計画
の策定と覆屋の改修をすることで、山陰海岸ジオ
パークや防災に関する施設として磨き上げをかける
ことや、丹後震災復興建築の象徴でもある丹後震災
記念館の耐震化・保存活用の検討など、１００年の
節目に当たっての取組を進めていきます。

③「みる」「知る」を具体化する文化芸術事業の推進

「京丹後アートフェスティバル」では、「みる」「知る」とカテゴリを大きく２つに大別し
た取組を行っています。「みるプログラム」は様々なジャンルから充実した鑑賞体験の機会を
提供するプログラムです。また「知るプログラム」はアーティストの視点を借り、創作体験を
通じて身近なまちのことや社会・環境のことを知り、学ぶワークショップ形式のプログラムで
す。また、「まちじゅうが美術館プロジェクト」として、ここ丹後でまばゆい存在感を放つ
数々の文化財やアーティストによる作品に光を当てる取組を実施します。こうした参加型のプ
ログラムをとおして他者との交流、多様な視点や意見を表現によって可視化し、「みる」「知
る」を具体化する取組を進めます。

丹後震災記念館

郷村断層（樋口断層）

網野銚子山古墳



プロジェクト６ 健やかな体づくりと生涯スポーツの推進

①誰もが気軽に楽しめる運動や「ニュースポーツ」の推進

各地域でニュースポーツ教室や体験会を実施するなど、ニュースポーツの普及・推進に取り
組んでいます。しかしながら、参加者については、コロナ禍の影響後、減少している状況です。
ニュースポーツは、子どもから高齢者の方まで、障害のある方も、スポーツが苦手な方も、

年齢を問わず、気軽にできるスポーツです。これまでの取組と合わせ、さらに地区、地域等で
も取り組むことができれば、もっと運動する機会が増えます。市民、地域へ情報発信を増やし、
多くの運動、スポーツをするきっかけづくりの場を提供していきたいと考えています。
市内の多くの人に、運動、スポーツの楽しさを知っていただく機会を提供し、スポーツ活動

の取組を一層進めていきます。

② ＷＭＧ２０２７関西の取組によるスポーツ観光のまちづくり

コロナ禍の影響により、２０２１年の開催を予定していましたＷＭＧ関西が延期となり、２
０２７年５月に開催することが決まりました。京丹後市では、久美浜湾カヌー競技場において、
カヌー競技（カヌーマラソン・ＳＵＰ・ドラゴンボート）が開催されます。３０歳以上の方な
ら、誰でも参加することができる大会です。国内外から約３，０００人（２０２１年想定）の
方が来訪される予定です。
ＷＭＧ２０２７関西の開催に向けての取組のなかで、市民の生涯スポーツへの関心を高める

ことや、観光と連携し本市の魅力を世界に発信することにより、スポーツツーリズムによる交
流人口の拡大を図り、地域活性化につなげていきます。また国内外のスポーツ選手と積極的に
関わることにより、スポーツを通じた国際交流を促進します。

ノルディックウォーク 卓球バレー体験会

カヌーマラソン選手権大会ドラゴンカヌー選手権大会

https://g00cybz01.gio.city.kyotango.lg.jp/cgi-bin/cbgrn/grn.cgi/groupmail/file_image_view?mid=402252&fid=0&pids=&hash=5da484f62822d2d6bbc74b95b6e93a6f4057fd06
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議会 副会長

林 真依
（顧問）
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（R6.4.30まで）
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議長
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和田 直子
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小谷 順一
京丹後市スポーツ推進審議会
会長

坪倉 睦男
（R6.4.1から）

京丹後市区長連絡協議会
会長

藤田 泰弘
京丹後市文化財保護審議会
会長

板倉 俊明 京丹後市商工会 事務局長
梅上 美智恵
（R6.3.31まで）

京丹後市園長・所長会 代表

奥田 幸子 京丹後市文化協会 副会長
野村 圭乃
（R6.4.1から）

京丹後市園長・所長会 代表

中村 基彦
(一社)京丹後市スポーツ協会
会長

石田 恵里子
京丹後市立小学校校長会
会長

赤松 栄
（副委員長）

京丹後市民生児童委員協議会
主任児童委員

今度 義則
（R6.3.31まで）

京丹後市中学校校長会 会長

藤井 崇史
(一社)京丹後青年会議所
理事長

藤原 哲也
（R6.4.1から）

京丹後市中学校校長会 会長

木野瀬 信江
（R6.3.31まで）

京丹後市ＰＴＡ協議会
家庭教育委員長

岡田 泰行 京都府立峰山高等学校 校長

後川 裕美
（R6.4.1から）

京丹後市ＰＴＡ協議会
家庭教育副委員長

オブザーバー 丹後教育局

開催日 会議名 開催日 会議名

令和６年３月１２日 第１回策定委員会 令和６年７月２６日 第５回内部委員会

令和６年１０月１６日 第２回策定委員会 令和６年８月１日 第６回内部委員会

令和６年１１月２１日 第３回策定委員会 令和６年９月２日 第７回内部委員会

第４回策定委員会 令和６年１０月２１日 第８回内部委員会

令和５年７月１３日 第１回内部委員会 令和６年１１月１３日 第９回内部委員会

令和６年３月８日 第２回内部委員会

令和６年４月１７日 第３回内部委員会

令和６年５月１日 第４回内部委員会

京丹後市教育振興計画策定委員会

１．策定委員会委員
（順不同・敬称略）

※委員の任期は、令和６年２月１日から令和８年１月３１日までの２年間

２．検討経過
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令和６年１１月２１日開催 

第３回教育振興計画策定委員会 

 

 

〈出された意見のまとめ〉 

・ウェルビーイングを入れるべき。 

→計画案のとおり修正しました。 

・この計画がどういう性格のものか説明したほうが良い。 

 →計画策定の趣旨に記載しました。 

・括弧書きを統一させたり、注意書きやコメントを入れると分かりやすくなると思う。 

 →括弧書きを外せる部分は外し、文書外で補足できる分については欄外や別枠で補足しています。 

・プロジェクト 1の①について、「一斉に教師の話を聞いて理解する教育からの脱却」は誤解を招くのではないか。 

 →計画案のとおり修正しました。 

・プロジェクト 3の①について、高等教育は大学等とイメージさせるのではないか、4つの○の意味が分かりにくい、コース

の部分が分かりにくい、プロジェクト名に保幼小をいれるべき。 

 →計画案のとおり修正しました。 

・プロジェクト 5の①について、古墳の説明になっている。 

 →計画案のとおり修正しました。 

・プロジェクト 6について、施設面の整備が大切ではないか。 

 →不易なものとして特筆していませんが、従前どおり取り組むものと整理しています。 

・部活動地域移行を入れるべきではないか。 

 →プロジェクト 6の①に記載しました。 

 

資料 1 第 3回策定委員会（R6.12.24）資料 



令 和 ７ 年 月

京 丹 後 市 教 育 委 員 会

生涯スポーツ歴史文化・文化芸術地域社会教育環境探究的な学び

K y o t a n g o C i t y

・

・

・

・

・

生涯学習

１ ２ ３ ４ ５ ６

資料2



第４期教育振興基本計画国

京都府教育振興プラン第２期府

第３次京丹後市総合計画

京丹後市教育大綱
市

京丹後市教育振興計画

関連計画

○京丹後市の学校教育改革構想
○京丹後市学校適正配置基本計画
○第２次京丹後市スポーツ推進計画
○京丹後市文化芸術振興計画
○京丹後市文化財保存活用地域計画 等

参酌

整合

参酌

参酌

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

国

府

京丹後市

京丹後市
教育委員会

第4期教育振興基本計画
（R5～R9 5年間）

第3次京丹後市総合計画
（R7～R10 4年間）

京都府教育振興プラン第2期
（R3～R12 10年間）

京丹後市教育振興計画
（R7～R11 5年間）

京丹後市教育大綱
（R7～R● ●年間）

京丹後市教育振興計画
（H26～R6 10年間）

第2次京丹後市総合計画
（H27～R6 10年間）

京丹後市教育大綱
（R4～R6 3年間）

教育基本法第１７条第２項において、地方公共団体は、国の教育振興計画を参酌し、その地
域の実情に応じ、当該地方公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的な計画を
定めるよう努めなければならないと規定されています。
京丹後市教育委員会では、教育基本法に基づき、平成２７年度から令和６年度の１０年間を

計画期間とする「京丹後市教育振興計画」を策定し、本市の教育を推進してきました。この教
育振興計画の計画期間が、令和７年３月末をもって終期を迎えるため、令和５年４月に施行さ
れたこども基本法も踏まえ、また、一人一人のウェルビーイングの向上を目指し、新たな教育
振興計画を作成しました。
本計画は、教育の指針として、施策を行う上でその理念を示したものであり、今後５年間で

積極的に取り組むべき施策とその理念を体系的に明らかにしています。
なお、不易なものとして本計画に特筆していないものについても、従前どおり教育委員会と

して取り組むこととしています。

計 画 策 定 の 趣 旨

本計画は、教育基本法第１７条第２項の規定に基づいて策定します。
また、国・府の関連計画を踏まえるとともに、「第３次京丹後市総合計画」及び「京丹後市

教育大綱」とも連携し、市の関連計画との整合を図ります。

計 画 の 位 置 付 け

本計画の期間は、令和７年度から令和１１年度までの５年間とします。

計画の期間



基 本 理 念 教育振興計画

令和７年度～１１年度

▶時代は急速に変化し、社会そのものや学校への要請が大きく変化しています。ＡＩの飛躍的進化

等により、私たちの生活もＤＸ が始まっています。こうした中、これまでとは異なる「思考・

発想」が求められています。

▶これまで培ってきた本市の教育システムの良さを残しつつ、柔軟に社会の変化や多様性、子ども

自身の声に応えられるよう、地域とともに誰ひとり取り残されない教育を進めていきます。

▶世界を舞台に活躍することができるとともに、地域に還ったり、域外から地域に関わったりする

ことを通じて、未来を創っていく人材を育成します。

▶グローバルな視野をもち、地域や社会とのつながり、国際的なつながりをもつことができる力を

育む教育

▶郷土への愛着と誇りをもち、幸福な未来を切り拓くため、新しい価値を創り出す力を育む教育

背 景

目指す人材像

京丹後市が目指す教育

探究的な学びの充実による確かな学力の向上

高い教育水準を維持し、グローバル社会で活躍できる人材を育成するため、問題解決能力
やコミュニケーション能力の育成を重視するなど、地域の枠を超えた広い意味でのグロー
バル教育を推進します。

包括的かつ多様性に富む教育環境の推進

誰ひとり取り残されることなく学べる環境をつくるために、安全で多様な学びを支える仕
組みやＩＣＴを活用した学びの場を整え、教職員も一緒に学びながら、さまざまな背景を
もつ人たちが共に理解し合える教育環境を目指します。

持続可能な地域社会との連携と協働

地域社会との連携を強化し、地域課題に対する実践的な解決活動を教育プログラムに取り
入れることで、子どもたちの問題解決能力を高めます。

リスキリング（新たな学び直し）や生きがいづくりの環境整備による生涯学習の推進

多様化する現代社会で求められる変化に柔軟に対応できる能力を培うことを目的とした生
涯学習の機会を提供し、全世代の市民が新しい知識やスキルを身につけることのできる環
境を整備します。

歴史文化・文化芸術を生かした教育とまちづくりの推進

地域独自の歴史文化を生かした教育を通じて、ふるさと京丹後への愛着と誇りを育みます。
また、主体的な文化芸術活動を推進することにより、文化芸術の薫り高いまちづくりに寄
与します。

子どもたちにスポーツに親しむ習慣を確立させるとともに、健康の維持・増進に関わる基
礎を育みます。また、子どもから高齢者まで年代、目的に応じた運動・スポーツ活動を促
進するとともに機会づくりに寄与します。

健やかな体づくりと生涯スポーツの推進

※1 ＤＸ(デジタル・トランスフォーメーション)：ICTの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること

※1



１
プロジェクト

探究的な学びの充実に
よる確かな学力の向上

子ども主体の学力観・学習観・指導観の定着
による授業改善

１

２ 丹後学を中心とした「探究的な学び」の具現
化による問題解決力・協働性の育成

３ クラウドを通じた学習による教育の質の向上

６
プロジェクト

健やかな体づくりと
生涯スポーツの推進

誰もが気軽に楽しめる運動や「ニュースポーツ」
の推進

１

２ スポーツ観光のまちづくり

積 極 的 に 推 進 す る 施 策

２
プロジェクト

包括的かつ多様性に
富む教育環境の推進

安全・安心で多様な学びに対応できる教育環
境の整備

１

２ ＩＣＴを最大限活用できる環境の再構築

３ 子ども主体の教育を支える教職員の主体的・
継続的な学びの実現

プロジェクト

持続可能な地域社会
との連携と協働３

保幼小中一貫教育を基盤とした中高連携の促進１

２ 学校・地域・企業連携の推進

３ 探究コーディネーターを軸にした地域連携の
強化

４
プロジェクト

リスキリング（新

たな学び直し）や
生きがいづくりの
環 境 整 備 に よ る
生 涯 学 習 の 推 進

「高齢者大学」を「市民大学」として充実・発展１

２ 地区公民館活動を新たなコミュニティ組織へ
移行

３ 生涯学習を支える図書館活動の推進

プロジェクト

歴史文化・文化芸術を
生 か し た 教 育 と
ま ち づ く り の 推 進５

網野銚子山古墳の管理・活用１

２ 丹後震災１００周年の取組を始めとした、歴
史文化の活用の推進

３ 「みる」「知る」を具体化する文化芸術事業
の推進

デ

ジ

タ

ル

化

と

教

育

の

融

合

（

Ｉ

Ｃ

Ｔ

の

活

用

）

計画の体系



探究的な学びの充実による確かな学力の向上

① 子ども主体の学力観・学習観・指導観の定着による授業改善

就学前教育から子ども主体の学びを重視し、一斉授業の枠を超えた多様な学びの実現を目指

します。日々の指導では、子どもを中心に据え、「学びのタクト（イニシアティブ）」を子ど

もに渡し 、自立した学び手を育てます。

授業では、思考やアウトプットの場を多く設け、子ども同士の協働・探究を促進させます。

教員は一人一人の子どもの状況をしっかりと把握し、子どもたちがどう感じているのかを評価

指標の一つとし、適切な助言・支援を行います。

③ クラウドを通じた学習による教育の質の向上

誰一人取り残されず、すべての子どもたちの可能性を引き

出すため、遠隔・オンライン教育やデジタル機器を最大限活

用し、質の高い教育機会を確保します。教員の対面指導に加

え、クラウドやＡＩを活用して一斉学習、個別学習、協働学

習を支援します。持ち帰り学習を授業と連動させ、自分に

合った学び方を選び、進める力を育成します。

また、専門的知識をもった講師によるオンライン授業を導

入し、提供する教育の維持・向上を図ります。さらに、学び

に困難を抱える子どもや発達特性のある子どもの才能を伸ば

すため、デジタルの利点を生かします。

▶︎STEAM教育とは？

Science、
Technology、
Engineering、Arts、
Mathematicsの頭文
字をとったものであり、理
数系領域を融合し、人
間を中心に据えること
で、学びを活性化させ、
実社会に応用できる知
識や技能の習得を促す
もの。
※出所：第２回京丹後市の
新たな教育・人材育成の在り
方に関する検討会 ヤング委
員意見発表

STEAM人材のマインドセット ※出典：ヤング吉原麻里子・木島里江著「世界を変えるSTEAM人材ーシリコン
バレー「デザイン思考」の核心（朝日新書2019年）第３章

② 丹後学を中心とした「探究的な学び」の具現化による問題解決力・協働性の育成

「総合的な学習の時間」等で行われる「丹後学」を中心に、

問題解決力・協働性を育みます。幼児期には「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」を意識し、遊びを通じて知的好奇心を

豊かにし、学びの基礎を形成します。こども園・保育所で培っ

た力や経験を、小学校１・２年生の学びにつなぎます。

さらに、保幼小中１０年間を通して、系統的に問題解決力と

協働性を育成し、主体的に学び続ける姿勢を養います。

▶︎丹後学とは？

京丹後市の地域素材（人・環境・文化・産業）をテーマとした探究的な学びの総称。
以下の１つまたは複数を目標として設定した学習活動のこと

○郷土への愛着と誇りを育てること

○自己の生き方・在り方について考えを広げたり深めたりすること

○問題解決能力や多様な他者と協働できる力を育てること

※2 「学びのタクト（イニシアティブ）」を子どもに渡し：大人や教員が「こうしなさい」とすべてを決めるのでは
なく、子どもが自分で考え、選び、行動しながら学びを進めていける環境や機会を与えること

１つのファイルを共同で編集

丹後学による
地域課題の発見

身近な自然物を使って
ごちそうづくり

※2

プロジェクト

1



包括的かつ多様性に富む教育環境の推進

① 安全・安心で多様な学びに対応できる教育環境の整備

② ＩＣＴを最大限活用できる環境の再構築

③ 子ども主体の教育を支える教職員の主体的・継続的な学びの実現

専門講師による遠隔教育

学びの変革事業

教員初任者研修

中学校と高校とが遠隔で交流

※3 ＣＢＴ（Computer Based Testing）：コンピューターを利用して実施する試験のこと

教育支援センター麦わらでの学び

安全・安心で多様な学びに対応するため、

心理的安全性を重視した学校園所・学級づ

くりを進めます。教員が子どもの声に耳を

傾け、課題解決を共に考える空間を整備し

ます。

また、市立中学校に「心の教室相談員」

や「校内フリースクール」を設置し、様々

なこころの状態にある子どもが活用できる

環境をつくります。教育支援センターによ

る個別支援やアウトリーチ型訪問、ＩＣＴ

を活用した学習支援を実施します。

さらに、学校施設の長寿命化やバリアフ

リー化を推進し、多様な学びを支えます。

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体

的に充実させるため、クラウドやＡＩを活用し、

情報共有や成果物編集を容易にする環境を整備し

ます。１人１台端末の更新に加え、ＡＩにより分

析・可視化された学習データを基に、児童生徒の

特性や学習進度に応じた指導の個別化や一人一人

の興味に応じた学びを支援します。

また、端末活用状況を分析し授業改善を推進し

ます。全国学力・学習状況調査のＣＢＴ 化や

デジタル教科書の普及を見据え、ＩＣＴ教育を進

めるため、学校ネットワークの改善も行います。

※3

「子ども主体の教育」を支えるため、

教職員の主体的・継続的な学びを推進し

ます。教員は学力観・学習観・指導観を

常に更新し、探究し続ける姿勢が求めら

れます。各小中学校での教職員研修を充

実させ、児童生徒の主体的な学びを支え

る教育力を向上させます。

また、「働き方改革」研究校の成果を

市内各校にも波及させ、教員が子どもと

向き合う時間や研究・研修の機会を確保

します。

プロジェクト
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持続可能な地域社会との連携と協働

① 保幼小中一貫教育を基盤とした中高連携の促進

保幼小中一貫教育の推進により、学園の研修や実践を通

じて子どもの成長が確認されています。この成果を基に、

本市の目指す「グローバル人材育成」を軸に「学びの連続

性」を意識し、府立高校への接続を強化します。さらに、

府立高校再編を視野に普通科の特色化にアプローチし、

「英語運用能力向上」や「地域探究」を柱とする専門系

コースの設置に向けた可能性を探るための意見交換を進め

ます。これらを実現するために必要な教育環境や連携体制

の在り方を関係者間で検討します。

また、高校生と保幼小中の子どもたちの交流やグローバ

ル人材育成事業への参加も促進します。

② 学校・地域・企業連携の推進

「自ら考える力・主体性を育む」ために、会話や人との

つながりを大切にするという思いを関係者で共有し、地域

人材や学校支援ボランティアの活用を通じて、学校・地

域・企業が連携して、子どもが学びを深める機会を提供し

ます。

これにより、主体的に学びを深め、対話的な学びを実現

するとともに、教育力の向上と地域の活性化を図ります。

そのため、探究的な学びの推進と各学校園所が目指す子

ども像の実現に向けて、必要な人材や企業にアクセスでき

るように人材バンクを強化します。

③ 探究コーディネーターを軸にした地域連携の強化

探究コーディネーターは、地域の産業や文化、歴

史に触れる機会を充実させるとともに、各学校園所

が取り組む探究的な学びの具現化を支援します。

具体的には、学校と企業をつなぐコーディネート

や新たな企業・地域人材の開拓を進め、人材バンク

を充実させることで、「丹後学」や探究的な学びを

支える地域連携を強化し、持続可能な教育環境を整

備します。

▶︎京丹後市の保幼小中一貫教育とは？

平成２４年１１月に「京丹後市の学校教育改革構想」を策定し、中学校卒業時を見据えた系統的で一貫性のある教育を進

めることが重要であるとの認識から、就学前からの１０年間にわたる保幼小中一貫教育を市域全域で実施してきています。各町

域ごとに「○○学園」と称し、学園ごとに教育目標・目指す子ども像を設定し、その実現に向けた実践体制が整えられています。

▶︎探究コーディネーターとは？

本市が目指すグローバル人材（問題解決能力、多様な他者と協働

する力、コミュニケーションツールとしての英語運用能力の向上）の育

成を目指し、探究的な学びの充実に向けた研究及び地域素材の開

拓、また保幼小中高一貫した「探究的な学習」を推進します。

高校出前講座 プログラミング

企業の方と一緒に地域課題を

体育祭の練習を園児が参観

中学生の職場体験

プロジェクト
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リスキリング（新たな学び直し）や生きがいづくりの環境整備による生涯学習の推進

①「高齢者大学」を「市民大学」として充実・発展

高齢者大学の取組については、対象者を高齢者に限定

するのではなく、対象年齢を拡大することで、より市民

の生涯学習の推進につながるよう持続的で充実した学び

の場を提供することを目指します。また、人生１００年

時代を見据え、地域課題や日々の生活課題等をテーマに

した合同講座や各地域公民館が市民大学のキャンパスと

して行う参加型、体験型の講座等、市民一人一人が生涯

を通じて学ぶことのできる環境の整備、リスキリング

（新たな学び直し）の推進に寄与できるよう努めます。

さらに、働いている方も受講できるよう、オンライン

配信を行うとともに、オンライン開催時のサテライト会

場として、各地域公民館等でライブ中継をしたり、後

日、講座内容を録画配信するなど、柔軟な受講体制を確

立します。

② 地区公民館活動を新たなコミュニティ組織へ移行

全市域で新たなコミュニティ組織が設立されたこ

とに伴い、これまで地域で取り組まれていた地区公

民館活動は、新たに組織されたコミュニティ組織で

取り組まれることになります。新たな地域コミュニ

ティの枠組みの中で、公民館活動を地域活動と一体

的に行うことで、より効果的・効率的に学習活動が

進み、人づくり、地域づくりにつながるとともに、

将来的にも公民館活動が継続・発展するものと考え

ています。引き続き、新たな地域コミュニティ組織

に対し、地域公民館を中心として「学びの場の提

供」等のサポートを行います。

③ 生涯学習を支える図書館活動の推進

市立図書館は生涯学習の拠点施設として、市民の読

書や調査研究等のニーズに応えられるよう、様々な資

料を収集するとともに、整理・保存し、提供すること

が求められている施設です。長寿化が進展する人生

１００年時代を見据え、年齢を問わず生涯を通じて学

び続けることができる図書館を目指すとともに、リス

キリング（新たな学び直し）の拠点としても寄与でき

るよう環境づくりに努めます。また、子どもや若者・

社会人・高齢者・障害者など、すべての市民が安心し

て利用できる図書館として施設及び環境の充実を図り

ます。その他、既に６館共通の図書システムの導入を

はじめ、京都府立図書館、府内市町の図書館とのネッ

トワーク構築、国立国会図書館のデータサービスの利

用など、ＩＣＴを活用した体制づくりを進めています

が、さらなる活用の推進により利用者の利便性の向上

と図書館の利用促進につなげます。

リニューアルした市民大学

プロジェクト
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歴史文化・文化芸術を生かした教育とまちづくりの推進

① 網野銚子山古墳の管理・活用

網野銚子山古墳は、日本海側で最大の前方後円

墳です。国の史跡にも指定されている、いわゆる

「丹後王国論」を象徴する遺跡の一つです。墳頂

部から網野市街地や日本海を望む風景は絶景で、

立地と眺望が古代王国の面影を容易に想起できる

ことが魅力の一つです。

平成３０年度から整備してきました網野銚子山

古墳ですが、整備後の令和７年度のオープニング

イベントを皮切りに、丹後古代の里資料館での企

画展示の実施、古墳巡りツアー、スタンプラリー、

ウォークラリーなどの企画を通じた観光客の呼び

込み、地元小中学校で総合的な学習の時間や社会

科学習でのフィールド学習の場としての利用など、

銚子山古墳を有効活用するための取組を一層進め

ていきます。

② 丹後震災１００周年の取組を始めとした、歴史文化の活用の推進

昭和２年３月７日に発生した北丹後地震、いわゆ

る丹後震災から令和９年３月には１００年を迎えよ

うとしています。

甚大な被害を出した北丹後地震の記憶と記録を後

世に伝えることは以前から取組をしているところで

すが、震災の遺構であり、大地の学習でも小学生が

学習に訪れている郷村断層については、保存活用計

画の策定と保存施設の改修をすることで、山陰海岸

ジオパークや防災に関する施設としての質を向上さ

せることや、丹後震災復興建築の象徴でもある丹後

震災記念館の耐震化・保存活用の検討など、１００

年の節目に当たっての取組を進めていきます。

③「みる」「知る」を具体化する文化芸術事業の推進

「京丹後アートフェスティバル」では、「みる」

「知る」とカテゴリを大きく２つに大別した取組を

行っています。「みるプログラム」は様々なジャンル

から充実した鑑賞体験の機会を提供するプログラムで

す。また「知るプログラム」はアーティストの視点を

借り、創作体験を通じて身近なまちのことや社会・環

境のことを知り、学ぶワークショップ形式のプログラ

ムです。また、「まちじゅうが美術館プロジェクト」

として、ここ丹後でまばゆい存在感を放つ数々の文化

財やアーティストによる作品に光を当てる取組を実施

します。こうした参加型のプログラムを通して他者と

の交流、多様な視点や意見を表現によって可視化し、

「みる」「知る」を具体化する取組を進めます。

丹後震災記念館

郷村断層（樋口断層）

網野銚子山古墳

「知るプログラム」のワークショップ

プロジェクト
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健やかな体づくりと生涯スポーツの推進

① 誰もが気軽に楽しめる運動や「ニュースポーツ」の推進

各地域でニュースポーツ教室や体験会を実施する

など、ニュースポーツの普及・推進に取り組んでい

ます。しかしながら、参加者については、コロナ禍

の影響後、減少している状況です。

ニュースポーツは、子どもから高齢者の方まで、

障害のある方も、スポーツが苦手な方も、年齢を問

わず気軽にできるスポーツです。これまでの取組と

合わせ、さらに地区、地域等でも取り組むことがで

きれば、もっと運動する機会が増えます。市民、地

域へ情報発信を増やし、多くの運動、スポーツをす

るきっかけづくりの場を提供していきたいと考えて

います。

また、京丹後市すべての子どもたちの望ましい成

長を保障できるよう、持続可能で多様なスポーツ活

動に親しむ環境づくりを部活動の地域移行・地域連

携 も含め行っていきます。

市内の多くの人に、運動、スポーツの楽しさを

知っていただく機会を提供し、スポーツ活動の取組

を一層進めていきます。

② スポーツ観光のまちづくり

豊かな地域自然と四季を通じて様々なスポーツ

やレクリエーション活動が体験できる環境を生か

したスポーツ事業を推進します。

また、大規模なスポーツ大会やスポーツ合宿等

を誘致することにより、交流人口の拡大、地域経

済効果の向上を図るとともに、観光振興を通じた

地域スポーツ等の充実を図るなどスポーツによる

まちづくりに取り組みます。

コロナ禍の影響により、延期されていたワール

ドマスターズゲーム２０２７関西の開催に向けて

の取組の中で、市民の生涯スポーツへの関心を高

めることや、観光と連携し本市の魅力を世界に発

信することにより、スポーツツーリズムによる交

流人口の拡大を図り、地域活性化につなげていき

ます。

また、国内外のスポーツ選手と積極的に関わる

ことにより、スポーツを通じた国際交流を促進し

ます。

卓球バレー体験会

カヌーマラソン選手権大会

ドラゴンカヌー選手権大会

※4 部活動の地域移移行・地域連携：単に学校部活動を学校から切り離すということではなく、子どもたちの

望ましい成長を保障できるよう、地域の持続可能で多様なスポーツ・文化芸術環境を一体的に整備し、地域全体

で子どもたちの多様なスポーツ・文化芸術の体験機会を確保すること

※4

プロジェクト
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１．策定委員会委員
（順不同・敬称略）

※委員の任期は、令和６年２月１日から令和８年１月３１日までの２年間

２．検討経過

教育振興計画策定委員会

委員名 役職名 委員名 役職名

竺沙 知章
（顧問）

(大)京都教育大学 副学長
和田 省三
（委員長）

京丹後市小中一貫教育研究推進
協議会 会長

中川 哲
（顧問）

(株)EdLog 代表取締役社長 味田 佳子
京丹後市子ども未来まちづくり審
議会 副会長

林 真依
（顧問）

PwCコンサルティング(同)
シニアマネージャー

中山 一
（R6.4.30まで）

京丹後市社会教育委員会議
議長

啓
(福)みねやま福祉会
常務理事

和田 直子
（R6.5.1から）

京丹後市社会教育委員会議
議長

幸造
（R6.3.31まで）

京丹後市区長連絡協議会
会計

小谷 順一
京丹後市スポーツ推進審議会
会長

坪倉 睦男
（R6.4.1から）

京丹後市区長連絡協議会
会長

藤田 泰弘
京丹後市文化財保護審議会
会長

板倉 俊明 京丹後市商工会 事務局長
梅上 美智恵
（R6.3.31まで）

京丹後市園長・所長会 代表

奥田 幸子 京丹後市文化協会 副会長
野村 圭乃
（R6.4.1から）

京丹後市園長・所長会 代表

中村 基彦
(一社)京丹後市スポーツ協会
会長

石田 恵里子
京丹後市立小学校校長会
会長

赤松 栄
（副委員長）

京丹後市民生児童委員協議会
主任児童委員

今度 義則
（R6.3.31まで）

京丹後市中学校校長会 会長

藤井 崇史
(一社)京丹後青年会議所
理事長

藤原 哲也
（R6.4.1から）

京丹後市中学校校長会 会長

木野瀬 信江
（R6.3.31まで）

京丹後市ＰＴＡ協議会
家庭教育委員長

岡田 泰行 京都府立峰山高等学校 校長

後川 裕美
（R6.4.1から）

京丹後市ＰＴＡ協議会
家庭教育副委員長

オブザーバー 丹後教育局

開催日 会議名 開催日 会議及び協議名

令和6年3月12日 第１回策定委員会 令和6年5月1日 第４回内部委員会

令和6年10月16日 第２回策定委員会 令和6年7月26日 第５回内部委員会

令和6年11月21日 第３回策定委員会 令和6年8月1日 第６回内部委員会

令和6年12月24日 第４回策定委員会 令和6年9月2日 第７回内部委員会

第５回策定委員会 令和6年10月21日 第８回内部委員会

令和5年7月13日 第１回内部委員会 令和6年11月13日 第９回内部委員会

令和6年3月8日 第２回内部委員会 令和6年12月16日 第１０回内部委員会

令和6年4月17日 第３回内部委員会



京 丹 後 市 教 育 振 興 計 画

令 和 ７ 年 月 発 行

京丹後市教育委員会事務局 教育総務課

〒629-2501 京都府京丹後市大宮町口大野226番地

電話 0 7 7 2 - 69 - 0 6 1 0 F a x 0 7 7 2- 6 8 - 9 061


